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による技術育成政策が徐々に実を結び、すでに 1920 年代までに多数の技術者が蓄積されていたことに加えて、 30 年
代には精紡機のハイドラフト化、自動織機の採用のような顕著な技術革新が実現されたことが示される。さらに、外
国人技術者への依存からの脱却が進み、企業聞における技術者の移動や、学術雑誌・学会活動などを通じて技術普及
が進展したことにも論及される。経営戦略と製品市場に関する第 5 章では、国内綿製品市場の激しい変動に対処しな
がら、民族紡が、綿糸および綿布の高級化を急速に進め、染・晒・捺染などの製品加工の分野も兼営するようになり、
「紡・織・染J 3 工程の垂直的統合を実現していった事実が解明される。ここでは民族紡の発展が在華紡にとっては
脅威となり、在華紡の市場が、実は中国国内で、は意外に狭隆になっていったために、在華紡が製品市場を、輸出を通
じて海外へと拡大せざるをえなくなったと主張される。以上の考察をとりまとめた終章では、 1930 年代の中国にお
ける民族紡のめざましい発展が確認されたうえで、当時の民族紡の発展には、製品綿糸を吸収するための織布部門の
拡充という点では限界があったことが指摘される。そして、民族紡の展開を制約していたのが、手織機に依拠した伝
統的な織物業の頑強な存続に他ならないことが示され、手織業の存続の原因を論じた諸説が紹介されたのちに、民族
紡と手織業との取引関係を探求することが今後検討されるべき重要な課題として提示される。
論文審査の結果の要旨
在華紡の「発展」、民族紡の「停滞J が自明の知く論じられてきた中で、本論文は、民族紡が在華紡に脅威を与え
るまでに「発展」した事実を解明し、今日世界の注目の的である中国の工業化が、長期の過程を経て実現したことも
示唆している。企業家や技術に関する重厚な分析に比べ、労働等に関わる考察が手薄な点は否めないが、本論文は博
士(経済学)の学位に十分値するものと判断される。
ワ副? ?
